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このテクニカル・レボートでは， 1993年 4月から 1997年 3月までの 4年間，筆者

が ATR音声翻訳通信研究所で行った音声の基本周波数制御に関する研究を扱う． （以

下，基本周波数を F。と省略する．）これらの研究を分類すると以下の通りとなる：

• 統計的手法を用いた F。制御規則の自動抽出．

• 韻律境界の自動検出．

• 複数の音声データベース間の F。制御規則の比較

Abstract 

This report describes the studies of fundamental frequency control in Japanese (fun-

damental frequency is abbreviated to F;。). They are classified into three categories: 

• Automatic extraction of Fe。controlrules using statistical analysis. 

• Automatic detection of prosodic boundaries. 
• Comparison of Fe。controlrules derived from multiple speech databases. 

◎ ATR Interpreting Telecommunications 

Research Laboratoriess. 
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Fig. 1: Research area block diagram. 

1 4年間の研究のあらまし

1993年 4月から 1997年 3月までの 4年間に，筆者が ATR出向中に扱った音声基本周波数（以下， F。
と略記）の制御に関する研究を，発表文献の略号を使って Fig.Iに示す． また，略記された文献名を以下に

示す：

asj: 音磐学会講演論文集

CP: "Computing Prosody" from Springer 

euro: Eurospeech 

esca/ieee: ESCA (European Speech Communication Association)/IEEE workshop on Speech Syn-

thesis 

ieice: 電子情報通信学会論文誌

ieice tech: 電子情報通信学会音声研究会

joint: ASA & ASJ joint meeting 
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1 4年間の研究のあらまし

jscj: Journal of Systems and Computers in Japan 

PSS: "Progress in Speech Synthesis" from Springer 
,e 

これらの文献を 4.付録：発表文献に添付した． これらの研究は，以下の 3つのカテゴリに分類できる：

n統計的手法を用いた F。制御規則の自動抽出．

日韻律境界の自動検出．

日複数の音声データベース間の F。制御規則の比較．

次章で各研究カテゴリの概要について説明する．
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2 各研究カテゴリの概要

2.1 統計的手法を用いた F。制御規則の自動抽出

音声データの F。パターンを，藤崎らによって提案されたモデル [1,2, 3](以下，藤崎モデル）で分析し，

得られる藤崎モデル・パラメータの値とその発話に含まれる言語情報（アクセント旬のアクセント型やフレー

ズのモーラ数等）との関係を岩橋らによって提案された空間多重分割型数量化法 (MultipleSplit Regression) 

[4, 5]による統計的分析を施して，言語情報から藤崎モデル・パラメータの値を推定する規則を自動抽出す

る．得られた規則は F。に関するものであるので， 凡制御規則と捉えられる．抽出された F。制御規則は，

規則合成装置の恥制御部として用いることが可能である．すなわち，入力文の言語情報を F。制御規則に与

えることにより藤崎モデル・パラメータが推定され， これをもとに合成音声の F。パターンが計算される．

asj9503から jscjまでの研究では，筆者が独自に構築した韻律ラベルにより上述の分析を行ったが，汎用

的な韻律ラベル・システム J_ToBIのラベルを用いて F。制御規則を自動抽出する研究も手掛け，投稿を検討

している．投稿予定の原稿も 4.付録：発表文献に収めた．

2.2 韻律境界の自動検出

前節で扱った手法では，言語情報と藤崎モデル・パラメータの値との関係を調べる必要があり，言語情報

の付与は人手を要することから，言語情報を音声データから自動的に得ることが可能となれば， F。制御規

則生成の完全自動化に一歩近付くこととなる．言語情報のうち，最も基本的な韻律情報として，韻律境界の

情報がある． これらは発話音声の韻律的な切れ目の情報であり，区切られた区間は言語情報の付与単位とな

る． このカテゴリの研究では，韻律境界の自動検出を検討した．韻律境界には大きく分けて，韻律旬境界と

アクセント句境界の 2種類がある. asj9503, euro95, ieice9703は顔律句境界を， joint96はアクセント句境

界を扱っている．

2.3 複数の音声データ・ベース間の F。制御規則の比較

2.1節で説明した研究では一話者の読み上げ文を分析の対象としたが，さらに別の話者や発話速度を変え

て収録した音声データ・ベースをもとに抽出した F。制御規則の傾向を調ぺたのが， このカテゴリに分類され

る研究である．各データ・ベースでの F。制御の差を調べることで，以下のことが期待できる：

• Fi。制御規則に現れるバラメータ値のうち，個人や発話様式などによって大きく変わるもの，変わらな

いものが判明する変化の大きなパラメータは個人性や発話様式の特徴をより多く含んでいると考えら

れるので，そのパラメータ値を重点的に調べる必要最小巌の音声収録用テキストを設計でき，音声収録

時に話者の負担を軽減できる．

• 複数の F。制御規則の内分点，外分点を求め，それを規則合成装置で用いることにより，新たな Fa制

御規則が得られる（新しい規則の安定性については別途検討が必要）. -

現時点では，扱ったデータ・ベースの数が少ないので十分な検討をしたとまでは言えないが，幾つかの規則

のパラメータ値の傾向は，話者や発話速度によっては大きく変化しないことが確認できた
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